
六甲高山植物園 冬季特別開園 
～春の息吹を感じる６日間～  

 
 
 
 

◆バイカオウレン（キンポウゲ科） 

 林下に生育する高さ４～１５ｃｍの多年草です。当園では、早春に最も早く開花する花で、梅に似た花と、冬でも枯れない常緑
の葉が特徴です。花びらのようにみえる白い部分は萼(ガク)です。“オウレン”とは、中国からわたってきた漢方薬の黄蓮のことで

地中を這う地下茎が黄色く、よく似ています。特に、本種は花が梅型なので梅花黄連(バイカオウレン)と名がついています。 

 
 

 
阪神電気鉄道株式会社（本社：大阪市 社長：秦雅夫）のグループ会社である六甲山観光株式会社（本

社：神戸市 社長：宮西幸治）が運営する六甲高山植物園では、冬季期間中に見ごろを迎える早春の花々
を観賞していただく「冬季特別開園」を実施します。  
この「冬季特別開園」には、毎年多くのファンにご来園いただいておりますが、昨年からは日ごとに移ろ

う季節の変化を感じていただくことを目的に、３週間にわたって６日間開催しています。まだまだ厳しい寒さ
が続いていますが、約５０㎡と日本有数の植栽面積を誇るバイカオウレンをはじめとする早春の花々が凛
と咲く様子は春の息吹を感じさせます。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日時】 ２０１８年２月２４日（土）、２５（日）、３月３日(土)、４日（日）、１０日（土）、１１日（日） 
 １０：００～１６：００ （入園受付は１５：３０まで） ※西入口のみ開門。 

 ※荒天中止。開花状況等、詳細はホームページで発表します。 URL→http://www.rokkosan.com/hana/  
【料金】 大人５２０円、小人２６０円 ※特別割引料金で入園していただけます。    
【催し】 ①早春の花を巡る、花のガイド(１０：３０～／１３：００～) 

 ※２月２４日(土)、３月１０日(土)は神戸薬科大学沖先生による特別ガイドを開催 

 ②１１：３０より豚汁の振る舞い ※２月開催日のみ 各日１００食限定  
【特典】 ①２月２４日（土）のみ、先着１００名様にバイカオウレン苗贈呈 
  ②入園回数券（５回券）を特別割引価格で販売 ※５回券 通常：２,４００円→特別割引：２,０００円 
      ③オリジナルカレンダープレゼント 
      ④駐車料金無料  

※２ページ目に早春の花々をご紹介しています。 
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◆リリースに関するお問い合わせ先 
六甲高山植物園     
ＴＥＬ：０７８－８９１－１２４７／ＦＡＸ：０７８－８９１－０１３７／〒６５７－０１０１  神戸市灘区六甲山町北六甲４５１２－１５０ 
◆営業概要(２０１８年) 
【開園期間】 ３月１７日(土)～１１月２５日(日) ※９月６日(木)は休園 【開園時間】 １０：００～１７：００（１６：３０ 受付終了） 
【入 園料 】 大人（中学生以上）６２０円 ／ 小人（４歳～小学生）３１０円 ／ シニア割引(６５歳以上)５２０円 



 

 

 

◆セツブンソウ〈キンポウゲ科〉 
【花期】２月下旬～３月中旬 

まばらな温帯夏緑林の林内やイタドリなどが生える草

地に生える小型の多年草。球状の塊茎を持ち、茎は高さ

１０ｃｍ～３０ｃｍになります。５枚の白色の萼片から覗く

黄色い花弁はよく目立ち、蜜を出して虫を呼び寄せます。

本州の関東地方以西に分布する日本の特産種で、石灰

地域によく見られる傾向にあります。当園は約２０,０００球

のセツブンソウを植栽しており、今年は約１０,０００球が開

花する見込みです。 
   

◆フクジュソウ〈キンポウゲ科〉  
【花期】２月下旬～４月上旬 

山の木陰に生える多年草です。花の咲く時期は約１５ｃｍ

程度の高さですが、花後は根茎から多数のひげ根を出し、

３０ｃｍ程に達します。葉はニンジンの様に濃緑色で無数

の切れ込みがあり、金色に咲くその姿から昔からおめで

たい花としてなじみ深く、「福寿草」と記されます。当園で

は約２０㎡の敷地に植栽を行っており、見頃時は一面を

黄色く覆うフクジュソウの群生を見ることができます。 
 
◆ザゼンソウ〈サトイモ科〉 
【花期】３月上旬～下旬 
北海道・本州の湿地に生える高さ２０cm ほどの多年草

です。雪が溶けると間もなく、濃い茶色の仏炎苞がむっく

りと顔を出します。その姿が、ダルマ大師が座禅を組んで

いるようにみえるため、「ザゼンソウ」と和名が付けられ、

別名「ダルマソウ」とも呼ばれます。ミズバショウと同じ仲

間で、葉は花が終わるころに伸びてきます。なかなか見

ることのない紅色の仏炎苞に驚く方は多く、早春の 

季節に人気を集めています。 
 

◆ヘレボルス・チベタヌス〈キンポウゲ科〉 
 【花期】３月中旬～４月上旬 

落葉性のクリスマスローズで、春に花がうつむいて咲き、

初夏に種を落とすと夏には地上部が枯れ、休眠期に入りま

す。中国西部に隔離分布しており、高さは３０～５０cm。花は

始め紅色をおびていますが後に緑色に変色します。パンダ

やハンカチノキを発見したプラントハンターのアルマン・ダヴ

ィッド神父が１８６９年に中国の四川省付近で採取しており、

当時その近辺をチベットと呼んでいたことから、学名に「チベ

タヌス」と入っています。 

   
３週間にわたって開催する特別開園。一口に「早春の花々」と言っても、それぞれの開花時期は少しず
つ異なります。寒さの残る六甲山ではありますが、凛と咲く花の姿からは、一歩一歩訪れる春の息吹を
感じることが出来ます。 

 

特別開園を彩る、早春の花々！！ 
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セツブンソウ 

フクジュソウ 

ヘレボルス・チベタヌス 

ザゼンソウ 

 
隣接する六甲オルゴールミュージアムとの共通券が特別開園の期間中は割引価格になります。 
早春の花々と美しい音色を合わせてお楽しみください。 

通常：大人１,２３０円、小人６２０円→特別割引：大人１,１３０円、小人５７０円 

二施設共通券の割引販売も！ 
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